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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第144期

第３四半期連結
累計期間

第145期
第３四半期連結
累計期間

第144期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高（百万円） 15,679 14,502 20,975

経常利益（百万円） 951 365 1,189

四半期（当期）純利益（百万円） 846 372 1,384

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 767 232 1,325

純資産額（百万円） 6,396 7,186 6,954

総資産額（百万円） 32,264 30,954 31,763

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 10.67 4.70 17.46

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 19.6 23.0 21.7

　

回次
第144期

第３四半期連結
会計期間

第145期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 4.06 3.40

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要により緩やかな回復傾向にあるものの、円高基調

や、欧州債務問題の長期化、中国経済の減速等により、依然として厳しい状況が続きました。

このような環境のなかで、当社グループといたしましては、新たに策定しました３ヶ年の中期経営計画に基づ

き、業績の向上に努めて参りました。

しかしながら主要顧客である電子部品・半導体関連業界の生産調整の影響により、当第３四半期連結累計期間

は、売上高145億２百万円（前年同期比7.5％減）、営業利益６億３百万円（前年同期比51.2％減）、経常利益３億

65百万円（前年同期比61.6％減）、四半期純利益は３億72百万円（前年同期比56.0％減）となりました。

当社グループのセグメント別の概況は、次のとおりであります。

　
①化成品事業

燐酸などの燐系製品につきましては、一般品および二次塩類等の出荷量は、コンデンサー向け等の需要が軟

調に推移したことから減収となりました。また、電子工業向高純度品についても、ユーザーの需要低迷と輸出の

不振により、前年同期比では大幅な減収となりました。

水処理用などの凝集剤は、上下水道向けの出荷数量が伸びたことから、プリント基板向けなどの減収をカ

バーし、前年並みとなりました。

コンデンサー向け原料は、主に販売単価の下落により減収となり、また消臭剤も、在庫調整の影響から減収と

なりました。

この結果、当セグメントの売上高は、93億84百万円（前年同期比8.5％減）、セグメント利益（営業利益）は、

主要原料価格の上昇もあり４億45百万円（前年同期比52.8％減）となりました。

②機械事業

破砕関連機械につきましては、廃材処理向けなどの需要の増加から、単体機械販売数量が伸び大幅な増収と

なりました。消耗部品も堅調に推移しましたが、プラント販売は減収となりました。鋳鋼品は、自社部品向けは

堅調であったものの、外販品が落ち込み減収となりました。

下水道関連の掘進機の本体販売は、輸出を含め好調に推移したものの、国内工事の減少からレンタル物件の

低迷により減収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、29億１百万円（前年同期比1.7％減）、セグメント利益（営業利益）は、

２億25百万円（前年同期比7.7％減）となりました。

③電子材料事業

化合物半導体向け高純度無機素材につきましては、赤燐が堅調に推移し、インジウムも、大きく出荷数量を伸

ばしました。主力のガリウムが、発光ダイオード業界の需要減少により売上が低迷し、減収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、11億83百万円（前年同期比3.4％減）、セグメント利益（営業利益）は、

１億63百万円（前年同期比47.5％減）となりました。

④その他

石油精製用触媒の再生事業は、好調裡に推移いたしました。精密機械加工は、液晶製造装置向け等の部品加工

が大幅な受注減となったことから減収となり、不動産の賃貸は、若干の増収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、連結子会社の減少もあり10億33百万円（前年同期比17.4％減）、セグメ

ント利益（営業利益）は、４億85百万円（前年同期比7.7％増）となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億64百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,442,038同左
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は1,000株

計 79,442,038同左 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 79,442,038 － 8,443 － －

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      141,000
－ 単元株式数は1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式   78,844,000 78,844 同上

単元未満株式 普通株式      457,038 － －

発行済株式総数 79,442,038 － －

総株主の議決権 － 78,844 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）

含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

②【自己株式等】

　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

ラサ工業株式会社

東京都中央区京橋一丁目１

番１号
141,000 － 141,000 0.18

計 － 141,000 － 141,000 0.18

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,999 4,806

受取手形及び売掛金 ※
 6,427

※
 6,231

商品及び製品 1,450 1,515

仕掛品 938 1,068

原材料及び貯蔵品 788 764

その他 439 534

貸倒引当金 △10 △21

流動資産合計 15,032 14,899

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,728 5,511

機械装置及び運搬具（純額） 2,268 1,941

工具、器具及び備品（純額） 318 285

土地 5,159 5,155

リース資産（純額） 40 37

建設仮勘定 213 357

有形固定資産合計 13,728 13,289

無形固定資産

借地権 919 919

その他 26 26

無形固定資産合計 946 945

投資その他の資産

投資有価証券 1,233 1,149

その他 862 740

貸倒引当金 △40 △70

投資その他の資産合計 2,056 1,819

固定資産合計 16,730 16,054

資産合計 31,763 30,954
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 3,560

※
 2,967

短期借入金 12,460 11,704

未払法人税等 65 40

賞与引当金 100 63

その他 ※
 1,306

※
 1,418

流動負債合計 17,493 16,194

固定負債

長期借入金 4,921 5,146

退職給付引当金 1,617 1,704

その他 776 722

固定負債合計 7,315 7,573

負債合計 24,809 23,768

純資産の部

株主資本

資本金 8,443 8,443

利益剰余金 △1,250 △877

自己株式 △34 △34

株主資本合計 7,158 7,530

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △140 △244

為替換算調整勘定 △137 △163

その他の包括利益累計額合計 △278 △408

少数株主持分 74 64

純資産合計 6,954 7,186

負債純資産合計 31,763 30,954
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 15,679 14,502

売上原価 11,512 10,959

売上総利益 4,167 3,542

販売費及び一般管理費 2,929 2,938

営業利益 1,237 603

営業外収益

受取配当金 21 25

受取地代家賃 30 31

為替差益 － 65

助成金収入 82 34

貯蔵品売却益 56 －

その他 70 58

営業外収益合計 261 215

営業外費用

支払利息 286 273

休止鉱山鉱害対策費用 70 80

為替差損 97 －

その他 94 99

営業外費用合計 547 454

経常利益 951 365

特別利益

受取和解金 － 58

保険差益 41 －

土地売却益 19 －

特別利益合計 61 58

特別損失

減損損失 34 3

災害による損失 28 －

投資有価証券評価損 24 －

その他 34 －

特別損失合計 122 3

税金等調整前四半期純利益 890 420

法人税、住民税及び事業税 56 56

法人税等調整額 △16 △5

法人税等合計 39 51

少数株主損益調整前四半期純利益 850 368

少数株主利益又は少数株主損失（△） 4 △3

四半期純利益 846 372
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 850 368

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12 △103

為替換算調整勘定 △70 △32

その他の包括利益合計 △82 △136

四半期包括利益 767 232

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 784 242

少数株主に係る四半期包括利益 △16 △10
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※  四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 358百万円 264百万円

支払手形 265 211

その他（設備支払手形） 44 14

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 989百万円 854百万円

　

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

化成品
事業

機械事業
電子材料
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 10,2512,9531,22414,4291,25015,679 － 15,679

セグメント間の内部売上高

又は振替高
12 － 19 32 64 96 △96 －

計 10,2632,9531,24414,4611,31415,776△96 15,679

セグメント利益 942 243 311 1,497 450 1,948△710 1,237

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、精密機械加工、一般産業機械の製

造・販売、石油精製用触媒再生及び不動産の売買・賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△710百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△704百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

化成品
事業

機械事業
電子材料
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 9,3842,9011,18313,4691,03314,502 － 14,502

セグメント間の内部売上高

又は振替高
9 － － 9 19 29 △29 －

計 9,3932,9011,18313,4781,05214,531△29 14,502

セグメント利益 445 225 163 834 485 1,319△715 603

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、精密機械加工、石油精製用触媒再

生及び不動産の売買・賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△715百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△719百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 10.67円 4.70円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 846 372

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 846 372

普通株式の期中平均株式数（千株） 79,303 79,301

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成25年２月14日

ラサ工業株式会社

取締役会  御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡辺  伸啓    印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 成田  礼子    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　

（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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